
　鷹巣銀座通りで８月14日、北秋田市観光協会主
催の『北秋田市民盆踊り大会』が行われ、市民や
帰省客など約400人が参加し、生唄演奏に合わせ、
踊りを楽しみました。また、踊り終了後には恒例
の抽選会が行われ、会場は大いに盛り上がりました。
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平
成
24
年
度
北
秋
田
市
成
人
式
が
８
月
15
日
、
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
開

か
れ
、
新
成
人
た
ち
が
大
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
３
８
８
人
（
鷹
巣
地
区
２
２
３
人
、
合
川
地
区
67
人
、
森
吉
地
区

62
人
、
阿
仁
地
区
36
人
）。
う
ち
約
３
０
０
人
が
出
席
し
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
新
成
人
の
ほ
か
、
市
及
び
市
教
育
委
員
会
、
市
議
会
な
ど
の
関

係
者
、
中
学
校
卒
業
当
時
の
恩
師
ら
が
出
席
し
祝
福
し
ま
し
た
。

北秋田市成人式北秋田市成人式北秋田市成人式平成24年度平成24年度平成24年度
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新
成
人
を
代
表
し
て
武
田
浩
紀
さ
ん
（
鷹
巣
中
出
身
）
は
「
本

日
晴
れ
て
社
会
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
未
熟
な

部
分
も
多
く
、
助
け
を
必
要
と
す
る
時
や
、
失
敗
や
挫
折
を
経
験

す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
諦
め
た
り
投
げ
や
り
に
な
ら

ず
、
そ
の
失
敗
を
反
省
し
、
一
か
ら
や
り
直
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

成
功
も
失
敗
も
す
べ
て
受
け
入
れ
、
成
長
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、

今
の
私
た
ち
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
資
質
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
過
ご
し
て
い
く
時
間
は
、
自
分
の
人
生
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
大
事
な
財
産
と
な
り
、
人
と
の
出
会
い
と
別
れ
は
も

ち
ろ
ん
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
深
ま
る
絆
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
よ

り
良
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
今
日
ま
で
私
を
育
て
て
く
れ
た
多
く

の
方
々
に
心
か
ら
伝
え
た
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
、
記
念
公
演
と
し
て
「
福
田
獅
子
舞
保
存
会
」
と
「
綴
子
上
町
大
太
鼓
保
存
会
」

の
２
団
体
が
郷
土
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。 

「
成
長
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
」　
新
成
人
代
表
　
武
田
浩
紀
さ
ん

は
る
き

５人の新成人に
二十歳の抱負を聞きました

　家族をはじめ、多くの方々に支え
られて成人を迎えることができまし
た。私のこれからの人生のテーマは、
"向上心 "です。何事も向上心を持っ
て取り組むことで、より自分自身を
ステップアップさせていきます。

畑山 愛里沙 さん （神奈川県相模原市〈阿仁中〉大学生）
あ り さ

　家族、地域の皆様に支えられて、
この成人の日を迎えられたことを嬉
しく思っています。今後は、今まで
支えてきてくれた皆様に恩返しがで
きるような社会人になっていきたい
と思います。

森川 瑞穂 さん （青森県青森市〈森吉中〉大学生）
みずほ

　まだ学生ですが、将来のことを
しっかり考え、今まで支えてきてく
れた方々に恩返しできるようにがん
ばりたいです。また、自分の行動に
責任を持てるような立派な人間にな
りたいです。

梅田 勝也 さん （合川李岱〈合川中〉大学生）
かつや

　多くの方々の支えがあり、こうし
て成人を迎えることができました。
今後は自分も誰かの助けとなり社会
に広く貢献できるよう、今は学び、
そしてこの目標に向かって歩んでい
きたいと思います。

菊地 たける さん （高森岱〈鷹巣南中〉大学生）

　私は、家族をはじめ沢山の方々に
支えられ成人式を迎えることができ
ました。これからは支えてくださっ
た方に感謝し、社会人として責任あ
る行動で、少しずつ恩返しをしてい
きたいと思います。

長谷川 和樹 さん （太田屋敷後〈鷹巣中〉会社員）
かずき

　
式
典
で
津
谷
市
長
は
「
晴
れ
の
式
典
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
先
日
ま
で
世
界
の
祭
典
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
、
皆
さ
ん

と
同
年
代
の
選
手
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
お
い
て
多
く
の
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。 

競
技
を
終
え
た
選
手
た
ち
は
、
周
囲
に
対
し
て
心
か
ら
の
感
謝
を
口
に
し
て
い
ま
す
。

４
年
に
一
度
の
大
舞
台
で
、
大
き
な
重
圧
を
感
じ
な
が
ら
も
努
力
の
成
果
を
尽
く
し
た
こ
と
は
、

自
身
の
鍛
錬
に
よ
っ
て
培
っ
た
心
身
両
面
の
堅
強
さ
と
と
も
に
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、

仲
間
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
の

機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
進
み
ゆ
く
社
会
の
中
で
、

支
え
る
側
と
し
て
も
可
能
性
を
広
げ
、
輝
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
」
な
ど

と
新
成
人
に
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
藤
吉
次
郎
市
議
会
議
長
、
近
藤
健
一
郎
県
議
会
議
員
、
北
林
丈
正
県
議
会
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
「
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
自
ら
の
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
」、「
自
分
が
や
ら
な
け

れ
ば
と
い
う
気
構
え
を
持
っ
て
ほ
し
い
」、「
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
能
力
を
ど
ん
ど
ん
高
め
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

「
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
、
支
え
る
側
と
し
て
も
輝
い
て
」　
津
谷
永
光
市
長
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友
情
を
次
世
代
に
引
き
継
ご
う

友
情
を
次
世
代
に
引
き
継
ご
う

　
旧
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
30
周
年

記
念
訪
問
団
が
７
月
30
日
か
ら
３
日
間
の

日
程
で
北
秋
田
市
を
訪
れ
、
親
交
を
温
め

る
と
も
に
、
友
情
を
次
世
代
に
も
引
き
継

ぐ
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、
留
学
生
同
窓
会
の
会
員
と

そ
の
家
族
で
合
わ
せ
て
28
人
。

　
1
9
8
2
年
か
ら
10
年
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
て
き
た
留
学
生
事
業
が
30
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
市
と
こ
れ
ま
で
元
留
学

生
と
の
交
流
に
取
り
組
ん
で
き
た
北
秋
田

市
合
川
日
中
友
好
交
流
協
会
（
疋
田
俊
一

郎
会
長
）
が
協
力
し
、
市
民
と
の
交
流
や

観
光
・
文
化
体
験
を
企
画
し
た
も
の
。
市

民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
の
促
進
や
国
際
交

流
の
架
け
橋
と
な
る
人
材
の
育
成
を
図
り
、

将
来
的
に
は
経
済
や
観
光
な
ど
の
分
野
で
、

交
流
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
北
秋
田
市
に
到
着
し
た
訪
問
団
は
、
始

め
に
市
長
を
表
敬
訪
問
。
津
谷
市
長
、
虻

川
副
市
長
、
工
藤
副
市
長
、
小
塚
総
務
部

長
の
ほ
か
、
秋
田
県
北
秋
田
地
域
振
興
局

か
ら
長
谷
部
勝
局
長
、
鈴
木
昌
明
農
林
部

長
も
出
席
し
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
が
「
１
０
０
人
の
留
学
生
が

こ
の
北
秋
田
の
地
で
学
び
育
ち
、
中
国
国

内
を
は
じ
め
世
界
中
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
回
の

訪
問
で
は
、
記
念
植
樹
や
市
内
の
産
業
関

係
者
と
高
校
生
と
の
交
流
事
業
を
通
し
て
、

お
互
い
の
理
解
を
深
め
合
い
、
今
後
の
経

済
交
流
や
次
世
代
へ
と
続
く
新
た
な
絆
を

深
め
る
契
機
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

短
い
期
間
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
第
二
の
ふ

る
里
で
あ
る
北
秋
田
市
の
美
し
い
自
然
、

美
味
し
い
食
べ
物
を
堪
能
し
、
人
情
あ
ふ

れ
る
人
々
と
交
流
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
訪
問
団
の
胡 

凱
団
長
が
「
今

ま
で
培
わ
れ
た
尊
い
友
情
と
、
未
来
に
対

す
る
美
し
い
期
待
を
持
ち
第
二
の
ふ
る
里
、

北
秋
田
市
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
到
着
し

た
鷹
ノ
巣
駅
で
は
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、

ふ
る
里
の
友
情
の
熱
さ
に
皆
驚
い
て
い
ま

す
。
今
年
で
私
た
ち
が
留
学
し
て
30
年
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、
日
本
も
中
国
も

そ
し
て
世
界
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
留
学
を
き
っ
か
け
に
培
わ

れ
た
友
情
の
絆
は
、
長
い
歳
月
を
経
て
よ

り
堅
固
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

訪
問
に
は
、
留
学
生
の
ほ
か
妻
や
子
ど
も

も
一
緒
に
連
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
同

世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
、
活
動
を
体

験
し
、
日
中
両
国
交
流
の
架
け
橋
と
な
る

よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
30
年
間
で
創

り
上
げ
た
日
中
間
の
真
の
友
情
、
次
世
代

へ
と
こ
の
人
間
愛
を
引
継
ぎ
発
展
さ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
出
席
者
は
お
互
い
に
自
己
紹

介
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
記
念
品
を

交
換
し
ま
し
た
。
市
か
ら
は
『
秋
田
八
丈
』

の
ペ
ン
ケ
ー
ス
や
ミ
ラ
ー
、
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
贈
り
ま
し
た
。
訪
問
団
か
ら
は
、
中
国

の
高
名
な
書
道
家
が
書
い
た
掛
け
軸
２
本

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
下
杉
の
旧
秋
田
県
立
営
農
大

学
校
の
敷
地
内
に
移
動
し
、
平
成
20
年
に

建
立
さ
れ
た「
日
中
友
好
青
年
交
流
之
碑
」

の
前
で
、
留
学
30
周
年
の
訪
日
を
記
念
し

サ
ル
ス
ベ
リ
２
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
植

樹
の
あ
と
、
留
学
生
は
家
族
と
一
緒
に
記

念
撮
影
を
し
た
り
、
当
時
の
事
を
家
族
に

話
し
す
る
な
ど
、
思
い
出
の
地
の
訪
問
を

な
つ
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
田
北
鷹
高
校
で
は
、
Ｊ
Ａ
、

宿
泊
業
者
、
旅
行
業
者
と
の
経
済
交
流
懇

談
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
弓
道
や
剣
道
、

茶
道
の
日
本
文
化
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を

通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
合
川
地
区
な
ど
に
民
泊
し
、

県
庁
の
表
敬
訪
問
、
市
内
や
県
内
の
観
光

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
な
ど
で
親
交
を
温
め
な
が
ら
再
会

を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

▲留学生の家族らが、訪日30周年を記念して植樹

旧
営
農
大
学
校
留
学
30
周
年
記
念
訪
問
団

旧営農大学校留学30周年記念訪問団

▲握手を交わす津谷市長と胡凱団長

こ 

が
い
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津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
８
月
６

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
台
湾
の
航
空
会

社
や
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
訪
問
、
第

29
回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会

の
設
立
、
本
庁
舎
駐
車
場
の
開
放
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
8
月
7
日
か
ら
10
日
ま
で
の
台
湾
の
航

空
会
社
及
び
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
訪

問
に
つ
い
て
は
「
昨
年
同
様
、
佐
竹
秋
田

県
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
大
館
能

代
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
も
と
よ
り
、

十
和
田
八
幡
平
や
角
館
、
世
界
遺
産
白
神

山
地
な
ど
観
光
地
の
玄
関
口
と
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
訪
問
す
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

 

　

　　
平
成
26
年
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
第

29
回
国
民
文
化
祭
に
つ
い
て
は
「
７
月
12

日
に
秋
田
県
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、

当
市
で
も
８
月
20
日
に
『
第
29
回
国
民
文

化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会
』
が
設
立
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
秋
田
市
の
主
催

事
業
と
し
て
は
『
内
陸
線
ア
ー
ト
』

『
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』『
現
代
詩
大
会
』
の
３
つ
の
事
業
を

行
う
予
定
。
各
分
野
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
地
域

に
根
差
し
た
伝
統
文
化
と
北
秋
田
独
自
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と

し
て
、
交
流
の
輪
を
広
げ
、
持
続
的
な
地

域
の
賑
わ
い
を
創
り
上
げ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
本
庁
舎
駐
車
場
の
開
放
に
つ
い
て
は

「
来
庁
者
用
の
駐
車
場
が
約
30
台
分
と
少

な
く
、
市
民
か
ら
も
改
善
を
求
め
ら
れ
て

い
た
が
、
旧
北
秋
中
央
病
院
の
職
員
専
用

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
市
職
員
駐
車
場
に

割
り
当
て
、
公
用
車
を
庁
舎
裏
側
に
駐
車

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
倍
の

約
60
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。
今

後
も
使
い
勝
手
が
さ
ら
に
良
く
な
る
よ
う

に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
来
庁
さ
れ
る

方
々
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。 

市長定例記者会見／市長ダイアリー

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

台
湾
へ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

▲定例記者会見で「台湾訪問」などに
ついて述べる津谷市長

◇
7
月
16
日
〜
8
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

7
月
17
日（
火
）▽
秋
田
県
・
県
内
市
町
村
と
誘
致
企
業
と
の
懇
談
会（
秋
田
市
）

18
日（
水
）▽
鷹
巣
陶
芸
教
室
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
寄
贈
（
本
庁
舎
）

19
日（
木
）▽
平
成
24
年
度
合
川
地
区
自
治
会
長
会
議
（
合
川
庁
舎
）▽
第
62
回
社

　
　
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
米
代
児
童
公
園
・
文
化
会
館
）

20
日（
金
）▽
鷹
巣
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
受
入
の
交
換
学
生
表
敬
訪
問
（
本
庁
舎
）

　
　
▽
国
道
７
号
栄
ト
ン
ネ
ル
工
事
安
全
祈
願
祭
（
栄
ト
ン
ネ
ル
）▽
北
秋
田
市　

　
　
周
辺
衛
生
施
設
組
合
７
月
定
例
議
会
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）▽
市
内
中
学
生
全　

　
　
県
大
会
結
果
報
告
（
中
央
公
民
館
）

22
日（
日
）▽
平
成
24
年
度
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
消
防
訓
練
大
会　

　
　
（
上
小
阿
仁
村
）▽
高
関
英
男
氏「
治
山
事
業
功
労
者
表
彰
受
賞
祝
賀
会
」（
打　

　
　
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
）

23
日（
月
）▽
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
設
立
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

24
日（
火
）▽
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
運
営
委
員
会
答
申
（
本
庁
舎
）

25
日（
水
）▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
要
望
活
動
（
東
京
都
）

26
日（
木
）▽
北
秋
田
市
の
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
合
意
書
締
結
式（
北
秋
田
警
察　

　
　
署
）▽「
北
秋
田
・
上
小
阿
仁
の
四
季
」切
手
フ
レ
ー
ム
贈
呈
式（
本
庁
舎
）

27
日（
金
）▽
部
長
会
議
（
本
庁
舎
）▽
え
き
な
か
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ　

　
　
モ
ニ
ー（
鷹
ノ
巣
駅
）▽
森
吉
山
ス
キ
ー
場
管
理
運
営
協
議
会
総
会（
森
吉
庁　

　
　
舎
）▽
第
39
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

30
日（
月
）▽
旧
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
生
留
学
30
周
年
記
念
訪
問
団
表
敬　

　
　
訪
問（
本
庁
舎
）▽
高
速
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
秋
田
市
）▽
旧　

　
　
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
生
留
学
30
周
年
記
念
訪
問
団
歓
迎
レ
セ
プ　

　
　
シ
ョ
ン
（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

31
日（
火
）▽
旧
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
生
留
学
30
周
年
記
念
訪
問
団
県
庁　

　
　
表
敬
訪
問
（
秋
田
市
）

８
月
１
日（
水
）▽
旧
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
生
留
学
30
周
年
記
念
訪
問
団　

　
　
送
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
耕
ホ
ー
ル
）

２
日（
木
）▽
国
土
交
通
省
要
望
活
動
（
東
京
都
）

３
日（
金
）▽
日
本
治
山
治
水
協
会
理
事
会
（
東
京
都
）

５
日（
日
）▽
第
54
回
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
秋
田
県
大
会
（
文
化
会
館
）

６
日（
月
）▽
定
例
記
者
会
見
（
本
庁
舎
）

７
日（
火
）▽
台
湾
訪
問
（
〜
10
日
）

14
日（
火
）▽
第
56
回
市
民
盆
踊
り
大
会
（
鷹
巣
銀
座
通
り
商
店
街
）

15
日（
水
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
成
人
式
（
文
化
会
館
）
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津谷市長が台湾で観光ＰＲ／第 29回国民文化祭北秋田市実行委員会

　
平
成
26
年
度
に
秋
田
県
内
で
開
催
さ
れ

る
第
29
回
国
民
文
化
祭
の
北
秋
田
市
実
行

委
員
会
設
立
総
会
及
び
第
１
回
総
会
が
、

8
月
20
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
は
、
日
ご
ろ
様
々
な
文
化

活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が
、

全
国
各
地
か
ら
集
う
国
内
最
大
級
の
文
化

の
祭
典
で
す
。
昭
和
61
年
か
ら
始
ま
り
、

東
北
で
は
、
岩
手
県
、
山
形
県
に
続
き
11

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
開
催
期
間
は
平
成
26
年
10
月
4
日
か
ら

11
月
3
日
ま
で
で
、一
か
月
に
わ
た
り
、県

内
各
地
で
音
楽
、ア
ー
ト
、伝
統
芸
能
な
ど

幅
広
い
分
野
の
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。県
や
市
町
村
が
主
催
す
る
分
野
別

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
の
ほ
か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
民
間
団
体
が
主
催
す
る「
県
民
参

加
事
業
」や
秋
田
の
食
を
テ
ー
マ
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
設
立
総
会
に
は
、県
、市
、市
議
会
、商
工

会
、観
光
協
会
、関
係
団
体
の
代
表
な
ど
22

人
の
実
行
委
員
の
う
ち
20
人
が
出
席
。
は

じ
め
に
津
谷
市
長
は「
市
民
の
文
化
活
動

へ
の
参
加
意
欲
の
高
揚
と
文
化
・
芸
術
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
を
元
気
に

す
る
祭
典
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全

国
か
ら
多
数
の
お
客
さ
ん
が
当
市
に
も
訪

れ
る
予
定
で
す
。こ
れ
ま
で
培
っ
た
、地
域

に
根
ざ
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
伝
統
文
化
と

北
秋
田
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
貴

重
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
願
い
し
ま

す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
設
立
総
会
で
は
設
立
の
趣
旨
や
会
則
を
、

引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
１
回
総
会
で
は
、

平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
を

を
決
め
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
の
主
催
事
業
と
し
て
は
、
内

陸
線
ア
ー
ト
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
い

ず
れ
も
仮
称
）を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
計
画
し
て
い
る
３
事
業
毎
に
企
画
委
員

会
を
設
け
、
具
体
的
な
企
画
や
実
施
内
容
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
29
回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会

国
内
最
大
級
の
文
化
の
祭
典
へ
向
け
て

津
谷
市
長
が
台
湾
で
観
光
Ｐ
Ｒ

冬
季
の
観
光
誘
客
に
期
待

　
津
谷
市
長
が
８
月
7
日
か
ら
10
日
に
か

け
て
台
湾
を
訪
問
し
、
北
秋
田
市
の
観
光

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
同
様
、
佐
竹
秋
田
県
知

事
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
台
湾
と
大
館

能
代
空
港
と
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運

航
と
台
湾
か
ら
の
観
光
誘
客
を
目
的
に
、

知
事
と
門
脇
仙
北
市
長
と
と
も
に
訪
問
し

た
も
の
で
す
。

　
８
日
は
、
北
秋
田
市
と
し
て
独
自
に
台

北
市
内
に
あ
る
旅
行
会
社
を
訪
問
し
、
北

秋
田
市
の
観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
な
が
ら
、

秋
田
内
陸
線
、
森
吉
山
、
マ
タ
ギ
文
化
な

ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
観
光
ル
ー

ト
を
Ｐ
Ｒ
。
各
旅
行
会
社
は
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
の
観
光
に
強
い
関
心
を
示
し
、

特
に
冬
の
雪
遊
び
、
雪
中
鍋
っ
こ
な
ど
を

か
ら
め
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
に
つ
い
て
、

非
常
に
前
向
き
な
発
言
も
あ
り
、
有
意
義

な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
日
と
10
日
に
は
、
秋
田
県
知
事
と
仙

北
市
長
と
共
に
、
台
湾
交
通
部
観
光
局
と

航
空
会
社
３
社
を
訪
問
し
、
チ
ャ
ー
タ
ー

便
の
復
活
と
仙
台
空
港
な
ど
に
就
航
し
て

い
る
台
湾
定
期
便
の
観
光
客
を
秋
田
県
へ

取
込
む
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
湾
の
航
空
会
社
と
旅
行
会
社

と
の
「
秋
田
県
観
光
交
流
懇
談
会
」
を
行

い
、
秋
田
県
や
北
秋
田
市
の
魅
力
を
大
い

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
 

▲秋田県知事、仙北市長とともに台湾
交通部を訪れＰＲする津谷市長

▲平成26年度の国民文化祭の開催に向
けて設立された、北秋田市実行委員会

▲大榮旅行社で、北秋田市の観光地を
積極的に売り込みました
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第 39回日独スポーツ少年団同時交流事業／えきなかショップ「７ to ７」オープン

　
第
39
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交

流
事
業
で
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

ら
８
人
が
、
7
月
27
日
か
ら
31
日
ま
で
北

秋
田
市
内
に
滞
在
し
、
民
泊
や
ス
ポ
ー
ツ

交
流
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
文
化
に
触
れ

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
㈶
日
本
体
育
協
会
日
本
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
日
独
両
国
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
交

流
を
通
じ
て
友
好
親
善
を
深
め
よ
う
と
、

昭
和
49
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今

回
は
、
7
月
25
日
か
ら
８
月
10
日
の
日
程

で
1
2
5
人
の
団
員
が
日
本
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
北
秋
田
市
に
は
、指
導
者
の
ウ
ヴ
ェ
・

マ
イ
ヤ
ー
さ
ん
（
男
性
・
42
歳
）
と
団
員

６
人
、
通
訳
１
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
北
秋

田
市
で
は
、
平
成
８
年
の
旧
森
吉
町
以
来

16
年
ぶ
り
の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
7
月
27
日
に
は
、
民
泊
受
け
入
れ
家
族

や
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
松
鶴

で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
市
内
に
は
５

日
間
と
い
う
短
い
滞
在
で
す
が
、
言
葉
や

文
化
、
生
活
環
境
な
ど
を
理
解
し
合
い
な

が
ら
、
交
流
の
絆
を
深
め
ら
れ
る
有
意
義

な
滞
在
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
ま

す
」
な
ど
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
一
関
俊

和
本
部
長
が
「
友
情
の
輪
が
大
き
く
結
び

つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と

主
催
者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
交
流
団
が
一
人
ず
つ
紹
介
さ
れ

た
後
、
ウ
ヴ
ェ
・
マ
イ
ヤ
ー
さ
ん
が
「
新

た
な
文
化
に
触
れ
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
明
日
か
ら
の
日
々
が
楽
し
み
で
な

り
ま
せ
ん
」
な
と
ど
述
べ
ま
し
た
。

　
団
員
は
、秋
田
北
鷹
高
校
で
、生
徒
と
の

テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、弓

道
、剣
道
、書
道
、茶
道
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
交
流
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、大
太
鼓

の
館
や
小
又
峡
な
ど
を
巡
っ
て
北
秋
田
市

の
自
然
や
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

▲歓迎セレモニーで、あいさつをする
津谷市長

第
39
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業

ド
イ
ツ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
来
市

　
津
谷
市
長
が
８
月
7
日
か
ら
10
日
に
か

け
て
台
湾
を
訪
問
し
、
北
秋
田
市
の
観
光

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
同
様
、
佐
竹
秋
田
県
知

事
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
台
湾
と
大
館

能
代
空
港
と
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運

航
と
台
湾
か
ら
の
観
光
誘
客
を
目
的
に
、

知
事
と
門
脇
仙
北
市
長
と
と
も
に
訪
問
し

た
も
の
で
す
。

　
８
日
は
、
北
秋
田
市
と
し
て
独
自
に
台

北
市
内
に
あ
る
旅
行
会
社
を
訪
問
し
、
北

秋
田
市
の
観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
な
が
ら
、

秋
田
内
陸
線
、
森
吉
山
、
マ
タ
ギ
文
化
な

ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
観
光
ル
ー

ト
を
Ｐ
Ｒ
。
各
旅
行
会
社
は
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
の
観
光
に
強
い
関
心
を
示
し
、

特
に
冬
の
雪
遊
び
、
雪
中
鍋
っ
こ
な
ど
を

か
ら
め
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
に
つ
い
て
、

非
常
に
前
向
き
な
発
言
も
あ
り
、
有
意
義

な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
日
と
10
日
に
は
、
秋
田
県
知
事
と
仙

北
市
長
と
共
に
、
台
湾
交
通
部
観
光
局
と

航
空
会
社
３
社
を
訪
問
し
、
チ
ャ
ー
タ
ー

便
の
復
活
と
仙
台
空
港
な
ど
に
就
航
し
て

い
る
台
湾
定
期
便
の
観
光
客
を
秋
田
県
へ

取
込
む
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
湾
の
航
空
会
社
と
旅
行
会
社

と
の
「
秋
田
県
観
光
交
流
懇
談
会
」
を
行

い
、
秋
田
県
や
北
秋
田
市
の
魅
力
を
大
い

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

 

駅
前
の
活
性
化
と
賑
わ
い
を

え
き
な
か
シ
ョ
ッ
プ
「
７
to
７
」
オ
ー
プ
ン

　
え
き
な
か
シ
ョ
ッ
プ
「
７
to
７
（
セ
ブ

ン
ト
ゥ
セ
ブ
ン
）」が
７
月
27
日
、Ｊ
Ｒ
鷹
ノ

巣
駅
構
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
関
係
者
が
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
て
開
店
を
祝
い
ま
し
た
。

　
長
い
間
、
駅
に
売
店
が
な
い
状
態
が
続

き
、
駅
の
利
用
者
な
ど
か
ら
開
業
を
求
め

る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
係

機
関
が
協
議
を
重
ね
、
こ
の
度
、
マ
タ
ギ

の
里
観
光
開
発（
株
）（
鈴
木
謙
一
代
表
取

締
役
社
長
）が
、
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
営
業
時
間
は
店
名
の
と
お
り
、
午
前

７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
軽
食
や
お
土
産
、

人
気
商
品
の
バ
タ
ー
餅
等
を
販
売
し
ま
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
市
や
マ
タ
ギ
の
里

観
光
開
発（
株
）、Ｊ
Ｒ
、秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道（
株
）の
代
表
者
の
ほ
か
、
秋
田
北
鷹
高

校
の
松
橋
憲
吾
生
徒
会
長
、
鷹
ノ
巣
駅
前

振
興
会
の
菊
地
邦
廣
会
長
ら
が
出
席
。

　

は
じ
め
に
、マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発

（
株
）の
鈴
木
代
表
取
締
役
社
長
が
「
駅
前

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、そ
し
て
、ス

タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
、皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
店
舗
に
し
て
い
き
た
い
」な
ど
と

あ
い
さ
つ
。続
い
て
、
津
谷
市
長
が「
北
秋

田
市
の
陸
の
玄
関
口
で
あ
り
、
市
の
顔
と

も
い
え
る
駅
前
に
、
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し

て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

機
関
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。鷹

ノ
巣
駅
は
寝
台
特
急
の
停
車
場
所
で
あ
り
、

角
館
ま
で
を
結
ぶ
秋
田
内
陸
線
へ
の
乗
換

駅
。
ま
た
、
大
館
能
代
空
港
が
所
在
す
る

場
所
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
大
変
ご
不
便

を
お
掛
け
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
デ
ィ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
全
国

ど
ぶ
ろ
く
サ
ミ
ッ
ト
、
国
民
文
化
祭
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
駅
前
商
店
街
は

じ
め
地
域
の
方
々
に
元
気
を
与
え
る
場
所

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、関
係
者
が
、地
域
に
元
気
を
与

え
る
場
所
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

▲関係者がテープカットを行いオープン
を祝った、えきなかショップ「７ to ７」

け
ん
ご
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▲地域住民が一丸となってイベントを作り
上げている森吉山麓たなばた火まつり

火と音で観客を魅了 ●第26回森吉山麓たなばた火まつり

▲森吉山ダムの大きさを体感した、ダムの
堤体見学

ダム湖でイベントを楽しむ ●2012 森吉四季美湖夏まつり

▲アトラクションでボディパーカッションを
披露する市障害者生活支援センターの有志

普通に暮らせる社会をめざして ●第 54回手をつなぐ育成会秋田県大会

　
第
26
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り
が

８
月
７
日
、
阿
仁
前
田
河
川
公
園
で
開
催
さ

れ
大
勢
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
第
１
部
「
た
な
ば
た
ま
つ
り
」
は
、
前
田

小
学
校
児
童
の
ロ
ッ
ク
・
ソ
ー
ラ
ン
を
皮
切

り
に
、
根
森
田
七
福
神
踊
り
な
ど
地
域
住
民

が
踊
り
や
伝
統
芸
能
を
披
露
。
夕
刻
に
は
８

基
の
絵
灯
籠
が
行
列
と
な
り
、
会
場
内
を
お

囃
子
に
合
わ
せ
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
「
た
な
ば
た
火
ま
つ
り
」
で
は
、

対
岸
の
河
川
敷
に
、
森
吉
山
を
か
た
ど
っ
た

炎
の
ラ
イ
ン
や
「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
」
な
ど

の
火
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
、
阿
仁
川
の
川

面
が
赤
く
照
ら
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

火
祭
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
で
会
場
が
盛
り

上
が
る
な
か
、
割
物
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
四
季
美
湖
夏
ま
つ
り
が
7
月
29
日
、
森
吉

山
ダ
ム
湖
周
辺
で
行
わ
れ
、
ダ
ム
の
堤
体
や

水
力
発
電
所
の
見
学
、
湖
畔
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
夏
ま
つ
り
は
、
森
林
や
ダ
ム
、
河
川
、
水

資
源
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
関

心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
ダ
ム
水
源
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、

能
代
河
川
国
道
事
務
所
や
森
吉
山
ダ
ム
水
源

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
委
員
会
、
関
係
機
関
な

ど
が
共
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
ダ
ム
の
堤
体
見
学
は
、
普
段
は
立
ち
入
る

こ
と
の
で
き
な
い
管
理
通
路
に
入
れ
る
と

あ
っ
て
人
気
。
参
加
者
は
係
員
の
案
内
で
、

外
か
ら
堤
体
を
眺
め
た
り
、
涼
し
い
堤
体
内

部
を
歩
い
た
り
し
な
が
ら
規
模
の
大
き
さ
を

体
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
自
立
を
支
援
し
、
地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ

る
社
会
を
目
指
そ
う
と
、
第
54
回
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
秋
田
県
大
会
（
白
川
文
雄
実
行
委

員
長
）
が
８
月
５
日
、
関
係
者
約
5
0
0
人

が
参
加
し
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
知
的
障
が
い
の
た
め
に
、
自

ら
訴
え
る
こ
と
が
困
難
な
子
ど
も
に
代
わ
っ

て
、
家
族
と
関
係
者
が
手
を
つ
な
ぎ
、
将
来

に
わ
た
っ
て
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
活
動
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
支
援
専
門
員
の
中
村
智
子
さ
ん
が

「
地
域
と
共
に
歩
む
社
会
を
め
ざ
す
た
め
の

支
援
の
在
り
方
」
と
題
し
て
講
演
。
ま
た
、

大
館
、
北
秋
田
両
市
の
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
の
保
護
者
や
障
が
い
者
が
取
り
組
み
状

況
を
発
表
し
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 
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▲中心市街地の再生と活性化を願い、太鼓
の音を響かせた 100 人打ち

地域活性化の起爆剤に ●鷹巣祇園太鼓 100 人打ちと盆唄太鼓の競演

▲線路点検用軌道バイクに乗って、内陸線
の仕事を体験しました

内陸線で楽しい夏休み ●夏休み・子ども車両基地まつり

▲腕自慢が釣果を競った、2012よねしろ
カップ・よねしろレディースカップ

鮎釣りの腕を競う ●2012 よねしろカップ・よねしろレディースカップ

　
北
秋
田
鷹
巣
祇
園
太
鼓
1
0
0
人
打
ち
と

鷹
巣
盆
唄
太
鼓
の
競
演
が
８
月
11
日
、
旧
北

秋
中
央
病
院
跡
地
で
開
か
れ
、
和
太
鼓
50
張

を
使
用
し
た
迫
力
あ
る
演
奏
で
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
1
0
0
人
の
演
奏
で
市
民

に
そ
の
力
強
い
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
中
心

市
街
地
の
再
生
と
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
北
秋
田
鷹
巣
祇
園

太
鼓
振
興
会
（
今
立
明
代
表
）
が
主
催
し
た

も
の
で
す
。

　
祇
園
太
鼓
の
模
範
演
技
や
八
丈
太
鼓
の
演

奏
に
続
き
行
わ
れ
た
1
0
0
人
打
ち
で
は
、

叩
き
手
が
見
事
な
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露
し
、

迫
力
あ
る
太
鼓
の
音
を
街
中
に
響
き
渡
ら
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
盆
唄
太
鼓
と
盆
踊
り
も
行

わ
れ
踊
り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。 

　
秋
田
内
陸
線
の
夏
休
み
・
子
ど
も
車
両
基

地
ま
つ
り
が
、
8
月
11
日
、
阿
仁
合
駅
車
両

基
地
内
で
開
か
れ
、
子
ど
も
達
が
軌
道
バ
イ

ク
の
運
転
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
県
内
を
始
め
宮
城
県
や
首
都
圏
か
ら
の
帰

省
客
な
ど
10
家
族
32
人
が
、
鷹
巣
駅
や
角
館

駅
な
ど
か
ら
内
陸
線
に
乗
車
し
て
参
加
。

　
始
め
に
ラ
ッ
セ
ル
車
が
方
向
転
換
す
る
様

子
を
見
学
。
続
い
て
急
行
車
両
の
運
転
席
に

座
り
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
や
室
内
灯
を
点
滅
さ

せ
て
運
転
手
気
分
に
浸
り
ま
し
た
。
ま
た
、

線
路
点
検
用
の
軌
道
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
り
、

重
さ
約
30
ト
ン
の
車
両
を
手
で
押
し
た
り
し

な
が
ら
、
内
陸
線
の
仕
事
に
触
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
専
用
貸
し
切
り
列
車
内
で
特
製

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
内
陸
線
に
思

う
存
分
親
し
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
東
北
鮎
釣
り
名
人
戦
「
2
0
1
2
よ
ね

し
ろ
カ
ッ
プ
・
よ
ね
し
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ

プ
」
が
８
月
５
日
、
米
代
川
の
西
鷹
巣
大
橋

付
近
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
鮎

釣
り
自
慢
が
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
鷹
巣
漁
業
協
同
組
合
（
湊
屋
啓
二

組
合
長
）
の
主
催
。
市
内
を
は
じ
め
、
群
馬

県
、
青
森
県
、
岩
手
県
な
ど
か
ら
男
性
16
人
、

女
性
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
午
前
９
時
か
ら
昼
12
時
30
分
ま
で

の
間
で
数
と
総
重
量
、
大
き
さ
を
競
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
厳

し
い
暑
さ
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、
大
会
本

部
か
ら
配
ら
れ
る
お
と
り
鮎
２
匹
を
も
と
に
、

見
極
め
た
ポ
イ
ン
ト
に
糸
を
垂
ら
し
、
川
の

中
で
当
た
り
を
じ
っ
く
り
と
待
ち
な
が
ら
大

会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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楽しかった夏の川あそび
～阿仁公民館わんぱくクラブ～

　阿仁公民館主催のわんぱくクラブ「川あそび」
が８月８日、阿仁川と阿仁公民館で開かれ、児童
が川あそびや魚のつかみ取りなどに挑戦しました。
　この日児童たちは、公民館支援ボランティア阿
求道会の会員や、民生児童委員ら世話人の指導で、
荒瀬地内の阿仁川で歓声をあげながらゴムボート
で川下りをしたり、箱メガネとヤスを手に魚取り
をしました。
　この後、阿仁公民館に戻り、流しソーメンで腹
ごしらえをし、ゴムボートに水を張った仮設プー ▲川下りに挑戦する子どもたち

ルでつかみ取りをしたニジマスを塩焼きにしたり、
スイカ割りなど夏の遊びを楽しみました。

マイカップ作りに挑戦
～合川公民館公開講座「マイカップ作り陶芸講座」～

　公開講座「マイカップ作り陶芸講座」が、７月
26日、北秋田市ひまわり陶芸ハウスで行われ、小
学生２人を含む 12 人が、陶芸ひまわりの会の指
導のもとマイカップ作りに挑戦しました。
　今回は、粘土を思い思いに形作り、陶芸小道具
や、木の葉で模様をつけて、自分の名前をいれま
す。参加者はほとんどが初心者でしたが、暑さを
忘れて作品づくりに熱中しました。
　この作品は、素焼きから本焼き等を行い、１か
月半ぐらいで完成する予定です。参加した小学生は、 ▲自分だけのカップを作る受講生

カップの他にハシ置きも製作し「早く作品が出来
て家族にあげるのが楽しみ」と話していました。

ママと子の交流広場～ママの息抜き広場
～森吉公民館定期講座～

　森吉公民館定期講座「ママと子の交流広場」は、
入園前の子どもと親子がふれ合うとともに、保護
者同士の子育ての情報交換や息抜きできる交流の
場になることを願って、今年度初めて開催された
講座です。
　現在は９組の親子が受講し、読み聞かせボラン
ティアにじいろパレットの皆さんを講師に、子ど
も同士の自由遊び、絵本の読み聞かせ、親子での
手遊びなどで楽しく過ごしています。
　次回は９月 13日。お気軽にご参加ください。 ▲親子で楽しく手遊びをする参加者

開催日　毎月第２木曜日　午前11時～11時30分
問合せ　森吉公民館　☎72－3259
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ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

54

　
阿
仁
比
立
内
の
通
称
「
寺
コ
」
念
心

庵
の
第
二
世
住
職
で
あ
っ
た
念
心
の
作

品
で
す
。
念
心
は
、
享
保
９
年
（
１
７

２
４
年
）
志
渕
内
沢
か
ら
石
を
運
び
、

人
々
の
安
全
通
行
を
祈
願
し
て
地
蔵
を

彫
刻
し
、
長
畑
に
三
体
の
地
蔵
を
建
立

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
蔵
は
一
里

塚
に
設
置
さ
れ
、
地
域
の
人
々
や
旅
行

者
が
安
全
を
お
祈
り
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
念
心
は
村
々
の
信
望
が
厚
く
、
村
民

が
通
行
に
困
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
寛

文
７
年
（
１
６
６
７
年
）
頃
、
大
又
川

の
右
岸
の
羽
立
か
ら
萱
草
ま
で
の
交
通

難
所
に
、
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
道
を

整
備
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
繋
沢
樋
滝
に
「
大
日
様
」、

長
滝
に
「
不
動
尊
」、
赤
倉
に
「
地
蔵

尊
」
を
彫
刻
し
、
現
在
も
大
事
に
さ
れ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
繋
沢

道
路
（
大
覚
野
道
路
）
の
改
修
を
藩
に

願
い
、
許
可
を
得
て
整
備
す
る
な
ど
地

域
の
た
め
た
く
さ
ん
の
偉
業
を
残
し
た

人
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
体
の
う
ち
、
大
き
い
地
蔵
は
高
さ

お
よ
そ
１
７
０
㎝
、
幅
75
㎝
、
厚
さ
30

㎝
で
す
が
、
石
の
種
類
は
不
明
で
す
。

　
地
蔵
尊
は
新
し
い
屋
根
付
き
の
建
物
に

安
置
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
の
草
は
刈
ら
れ

階
段
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
上
に
は
真
新
し
い
長
畑
神
社
が
建

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇「
念
心
庵
」
の
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
場

所
は
、
現
在
比
立
内
地
区
の
共
同
墓
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
墓
地
内
に
は
、
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
古
く
由
緒
あ
る
と

思
わ
れ
る
二
体
の
石
像
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
阿
仁
町
史
」、「
阿
仁
の
文

化
財
そ
の
１
」、「
北
鹿
は
宝
箱
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
史
跡
（
遺
跡
）

○「
長
畑
地
蔵
尊
」

▲三体の地蔵が並ぶ長畑地蔵尊　

学びの広場

◇
所
在
地　
阿
仁
長
畑
字
長
畑
92

◇
管
理
者　
長
畑
神
社
（
上
杉
政
吉
）

　
講
義
「
ブ
ー
タ
ン
王
国
か
ら
学
ぶ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

 
〜
真
の
幸
せ
と
は
〜
」

　
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を

学
び
、「
真
の
幸
せ
」
を
考
え
ま
す
。

期
日　
９
日
20
日
（
木
）

時
間　
14
時
〜
15
時
30
分

会
場　
文
化
会
館

講
師　
西
田
文
信
氏
（
秋
田
大
学
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

定
員　
２
５
０
人（
高
鷹
大
学・一
般
市
民
）

参
加
料　
無
料

申
込
締
切　
９
月
14
日
（
金
）
ま
で

　　
北
秋
田
市
に
残
さ
れ
て
い
る
建
造
物
や

建
造
物
に
か
か
わ
る
文
化
財
の
う
ち
、
見

学
希
望
の
多
い
３
ヶ
所
に
つ
い
て
、
バ
ス

で
巡
る
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　
９
日
29
日
（
土
）

時
間　
８
時
30
分
〜
正
午

集
合
場
所　
中
央
公
民
館
前（
８
時
25
分
）

内
容　
市
公
用
バ
ス
に
乗
車
し
文
化
財
を

巡
り
ま
す
（
当
バ
ス
ツ
ア
ー
以
外
の
方
へ

の
公
開
は
し
ま
せ
ん
）

見
学
場
所　
胡
桃
館
遺
跡
出
土
品
収
蔵
庫
、

長
岐
家
、
金
家
住
宅

対
象　
小
学
生
以
上
の
方

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
込
期
間　
９
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）

　　
書
く
生
涯
学
習
誌
『
木
精
』
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
体
験
談
、
エ
ッ
セ
イ
、
伝
聞
、
詩
、
小

説
、
短
歌
、
川
柳
な
ど
テ
ー
マ
は
問
い
ま

せ
ん
。
自
由
に
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
北
秋
田
市
在
住
又
は
出
身
の
方

原
稿　
手
書
き
の
場
合
は
原
稿
用
紙
／
パ

ソ
コ
ン
の
場
合
は
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
」Ａ
４
／

長
編
の
場
合
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
換

算
で
30
〜
40
枚
程
度
／
作
品
に
は
タ
イ
ト

ル
、
著
者
名
（
本
名
で
な
く
て
も
可
）
を

付
記
し
て
く
だ
さ
い

応
募
締
切　
11
月
30
日
（
金
）

※「
住
所
」「
氏
名
」「
連
絡
先
電
話
番
号
」

を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

阿
仁
公
民
館

秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
教
養
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
北
秋
田
市
高
鷹
大
学
全
体
講
座

　
　
　
＆
一
般
公
開
講
座

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62
ー
１
１
３
０

阿
仁
公
民
館

第
４
回
北
秋
田
の
文
化
財

　
　
建
造
物
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62
ー
６
６
１
８

阿
仁
公
民
館

『
木
精
〜
え
こ
お
〜
』

　
　
　
　
　
　
第
55
号
作
品
募
集

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72
ー
３
２
５
９
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▲李岱駒踊り会による「李岱駒踊り」（8/13）▲浦田若勢会による「浦田獅子踊り」（8/13）

未
来
へ
つ
な
ぐ

未
来
へ
つ
な
ぐ

未
来
へ
つ
な
ぐ

伝
統
行
事

伝
統
行
事

伝
統
行
事

各
地
区
・
集
落
で
お
盆
行
事

　
北
秋
田
市
内
で
は
、
お
盆
の
行
事
と
し
て
各
地
域
に
伝
わ
る
伝
統

芸
能
が
披
露
さ
れ
、
先
祖
の
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
地
域
住
民
や
帰

省
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
川
地
区
や
阿
仁
地
区
で
は
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

８月14日 第41回合川まと火　第32回合川ふるさとまつり

　
第
41
回
合
川
ま
と
火
、
第
32
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が

８
月
14
日
、
合
川
橋
付
近
と
健
康
広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

　
市
民
や
帰
省
客
ら
が
「
ま
と
火
」
と
「
通
り
踊
り
」
な
ど

　
　
で
行
く
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

　
　
　
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
金
森
勝
三
実
行
委
員
長
が

　
　
　
　
「
今
年
も
、
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方

　
　
　
　
　
も
合
わ
せ
て
合
川
ま
と
火
で
供
養
で
き
れ
ば
と

　
　
　
　
　
　
思
い
ま
す
。
ま
た
、
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
こ
の
地
域
に
も
こ
ん
な
楽
し
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

　
　
　
　
　
　
　
日
は
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
」
な

　
　
　
　
　
　
　
ど
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
仁
川
堤
防
で
行
わ
れ
た
「
合
川
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
火
」
は
、
合
川
中
学
校
男
子
生
徒
の
手
に

　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
次
々
に
灯
さ
れ
、
川
面
に
写
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
と
火
は
幻
想
的
な
光
景
を
一
層
引
き
立
て

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。

　
第
41
回
合
川
ま
と
火
、
第
32
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が

８
月
14
日
、
合
川
橋
付
近
と
健
康
広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

　
市
民
や
帰
省
客
ら
が
「
ま
と
火
」
や
「
通
り
踊
り
」
な
ど

　
　
で
行
く
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

　
　
　
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
金
森
勝
三
実
行
委
員
長
が

　
　
　
　
「
今
年
も
、
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方

　
　
　
　
　
も
合
わ
せ
て
合
川
ま
と
火
で
供
養
で
き
れ
ば
と

　
　
　
　
　
　
思
い
ま
す
。
ま
た
、
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
こ
の
地
域
に
も
こ
ん
な
楽
し
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

　
　
　
　
　
　
　
日
は
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
」
な

　
　
　
　
　
　
　
ど
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
仁
川
堤
防
で
行
わ
れ
た
「
合
川
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
火
」
は
、
合
川
中
学
校
男
子
生
徒
の
手
に

　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
次
々
に
灯
さ
れ
、
川
面
に
映
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
と
火
は
幻
想
的
な
光
景
を
一
層
引
き
立
て

　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
し
た
。

合川中女子生徒も参加した「通り踊り」合川中女子生徒も参加した「通り踊り」
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▲阿仁前田獅子踊保存会による「阿仁前田獅子踊り」（8/13）▲坊沢獅子踊保存会による「坊沢獅子踊り」（8/14）

▲比立内青年会による「比立内獅子踊り」（8/14）

８
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
50
回
記
念
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し
が
８
月
16
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
仁
河
川
公
園
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
見
物
客
が
灯
籠
の
光
と
夜
空
の
花
火
が
織
り
な
す
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
か
ら
阿
仁
庁
舎
前
で
行
わ
れ
た
、
50
回
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
秋
田
大
学
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
よ
さ
と
せ
歌
舞
輝
」、
阿
仁
合
小
学
校
有
志
に
よ
る
「
よ
っ

　
　
　

 　
ち
ょ
れ
」、
阿
仁
中
学
生
有
志
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ラ
ン
」、
比
立
内
青
年
会

に
よ
る
「
比
立
内
獅
子
踊
り
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
７
時
30
分
に
慰
霊
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
始
ま
っ
た
大
会
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
菊
地
実
行
委
員
長
が「
阿
仁
の
花
火
も
回
を
重
ね
、
半
世
紀
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
れ
も
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
開
催
で
き
た
も
の
で
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
開
始
号
砲
が
鳴
り
響
い
た
あ
と
、
大
ス
タ
ー
マ

イ
ン
を
は
じ
め
、
御
祝
い
や
慰
霊

の
メ
モ
リ
ア
ル
花
火
な
ど
、
色
と

り
ど
り
の
花
火
が
次
々
と
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

阿仁川に流した先祖を供養する灯籠

阿仁庁舎前で行われた50周年記念のイベント阿仁庁舎前で行われた50周年記念のイベント

阿仁川に流した先祖を供養する灯籠

第
50
回
記
念
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し
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　測定の結果、秋田県の通常レベルを超える数値は観測されていません。
■空間線量調査結果（８月14日測定）

問　生活課環境班 ☎62－1110

北秋田市環境放射線量測定結果

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前

観測地点
（単位：マイクロシーベルト毎時）

0.04
0.03
0.04
0.05 ※県の通常レベルは 0.022 ～ 0.086

ｸﾘｰﾝﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.03
0.04

測定結果 測定結果

　平成24年9月1日から通年で、不活化ポリオワクチンの予防接種が開始
されます。生ポリオワクチンを2回接種済みでないお子さんが対象です。
　また、既に自己負担で不活化ポリオワクチンを接種されているお子さ
んでも、残りの回数を接種できます。

不活化ポリオワクチンの予防接種について不活化ポリオワクチンの予防接種について不活化ポリオワクチンの予防接種について

問　健康推進課 ☎62－6666
【対象者】　生後3か月～90か月未満でポリオワクチン未完了の乳幼児
【通常の接種方法（ポリオ未接種者）】
○1期初回：20日～56日の間隔で３回接種（標準は生後３か月～12か月）
○1期追加：初回接種３回終了後12か月～18か月の間隔で１回接種
【接種料金】　無料　※接種間隔を超えた場合と１期追加接種の場合（平成
24年度のみ）は自己負担
【実施場所】　市内実施医療機関において個別接種　※要予約

料

前売

前売

前売

前売
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健
康 　
　

 

健
康
推
進
課 

☎
62-

６
６
６
６

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
他

申
問

問

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

加 藤 さ き
佐藤いちろう
佐 藤 は る ま
児 玉 せ な
堀 部 か ず き
金野しゅんき
神 田 い お り
成 田 た い が
岩井ふうらい
長 崎 さ く ら
伊 東 な な せ
大 関 れ お
今 畠 か い

高 村 岱
田 子 ヶ 沢
伊 勢 町
小 森
葛 黒
東 中 岱
高 村 岱
西 陣 場 岱
糠 沢
あけぼの町
あけぼの町
高野尻団地
緑 ヶ 丘

■９月３日（月）全血【鷹巣】
　　北秋田市役所
　　10:00～12:00　
　　北秋田市民病院
　　13:30～15:00
　　秋田県信用組合鷹巣支店
　　15:30～16:30
■９月８日（土）全血【合川】
　※ふれあい献血
　　(株)佐藤庫組
　　①９:30～12:00
　　②13:00～16:00
■９月12日（水）全血【鷹巣】
　　北秋田市商工会
　　10:00～11:30
　　新東北メタル（株）
　　13:00～16:30
■９月29日（土）全血【鷹巣】
　※ふれあい献血
　　ザ・ビックたかのす店
　　①10:00～12:00
　　②13:00～16:00
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60
歳
支
給
の
つ
な
ぎ
年
金
も
あ

　
り
ま
す
〜
国
民
年
金
基
金
〜

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
年
基
礎
年
金

の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行
う
、

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　
年
金
額
を
ご
自
分
で
設
計
し
て
増
減

す
る
こ
と
も
可
能
で
、
掛
け
金
は
全
額

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
り
、

受
け
取
る
年
金
に
も
「
公
的
年
金
等
控

除
」
が
あ
る
な
ど
、
税
制
面
で
も
優
遇

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
型
は
65
歳
か
ら
で
す
が
、

厚
生
年
金
の
よ
う
に
60
歳
支
給
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。

加
入
条
件
は
次
の
三
つ
で
す
。

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

②
秋
田
県
内
に
住
所
の
あ
る
方

③
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
方

　
　
秋
田
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０－

65－

４
１
９
２

　
行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
国
な
ど
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
、
各
種

制
度
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
困
り
ご
と

や
苦
情
・
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
毎
月
第
１
金
曜
日 

13
時
〜
15
時

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　
　
秋
田
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

☎
０
１
８－

８
２
４－

１
４
２
６

　
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

〜
国
民
年
金
保
険
料 

納
期
限
の
延
長
〜

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
忘
れ
た
ま
ま
、
２
年
を
超
え
る
と

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
３
年

間
に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘

れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
国
民
年
金
保
険
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０－

０
１
１－

０
５
０

問

問 問

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
イ
大
館
・
北
秋

田
葬
祭
セ
ン
タ
ー 

様
　
煎
茶
一
年
分

▽
宮
腰
堯 
様
　
絵
画
一
点

▽
大
川
企
画 
様

　
市
地
域
振
興
支
援
と
し
て
５
６
０
０
円

▽
鷹
巣
陶
芸
教
室 
様

　
市
陶
芸
窯
移
転
に
伴
う
費
用
の
一
部

と
し
て
３
０
０
０
０
円

　
　
財
政
課
管
財
班　
☎
62－
６
６
０
３

問
お
知
ら
せ

善
　
　
意

北秋田市敬老式北秋田市敬老式北秋田市敬老式北秋田市敬老式北秋田市敬老式
　75歳以上（昭和13年4月1日以前に生まれた方）に案内を
しています。なお、新敬老者（75歳）、米寿の方（88歳）、白寿の
方（99歳）には記念品を贈呈します。どうぞ参加ください。

９月７日（金）
９月９日（日）

９月11日（火）
９月15日（土）
９月16日（日）
９月６日（木）
９月12日（水）
９月14日（金）
９月19日（水）

11：00～
10:30～

11:00～
10:30～
11:00～
10:30～

合川
七座、沢口、
七日市、坊沢
綴子
栄
森吉
阿仁
鷹巣

合川体育館

各地区公民館

綴子小学校
栄公民館
森吉総合スポーツセンター
阿仁体育館
中央公民館

特別養護老人ホーム　永楽苑
特別養護老人ホーム　青山荘
特別養護老人ホーム　森泉荘
特別養護老人ホーム　山水荘

期　日 時　間 対象地区 会　場

問 高齢福祉課高齢福祉班　☎62－6639

■募集区分　
▼幼稚園機能（鷹巣教会幼稚園）
　３歳児～５歳児が対象です。
▼保育園機能（鷹巣保育園）　
　０歳児～５歳児で、市と同じ基準により
家庭で保育できないお子さんが対象です。

　※幼稚園、保育園とも年齢ごとに募集
　人員が異なります

■受付期間（幼稚園、保育園共通）
　10月１日（月）～10月20日（土）
※申込書の提出時に面接を行いますので、
提出する日時を事前に予約してください
■申込方法　
　園の募集要項をご覧いただいたうえで、
申込書を園に直接提出してください。
問 認定こども園 しゃろーむ　☎62－1249

平成25年度　認定こども園

「しゃろーむ」園児募集
平成25年度　認定こども園

「しゃろーむ」園児募集
平成25年度　認定こども園

「しゃろーむ」園児募集
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国民健康保険被保険者証の更新について
平成24年10月1日から国保の被保険者証（保険証）が新しくなります平成24年10月1日から国保の被保険者証（保険証）が新しくなります

有効期限
番　　号

氏　　名　北 秋 太 郎
生年月日　昭和○○年○月○日
世帯主名　北 秋 一 郎
住　　所　秋田県北秋田市

国民健康保険
退職被保険者証

該当得年月日
交付年月日
保険者番号 保険者名　　北秋田市

一般＝ラベンダー色
退職＝あずき色 　市の職員が保険証を回

収して歩く事はありませ
ん。古い保険証は、お手
数でも必ず破棄してくだ
さい。

※新しい保険証は、９月末までに
お手元に届くよう、世帯主宛て（世
帯ごとにまとめて）に郵送します

国保窓口からのお願い

有効期限について

◆資格異動手続き：社会保険への加入や転出など、国保資格の異動（脱退）手続きの際は、異動する人の保険
証を担当窓口へ届出ください。また、世帯主の変更や住所変更の際は、国保に加入されている世帯全員の保険
証をご持参ください。
◆学生の場合：世帯に学生の方（住所が市外）がいる場合は、必ず在学証明書又は学生証（有効期限があるも
の）をご持参のうえ、下記担当窓口に申請してください。
※国保税を滞納している世帯には、短期保険証（有効期限６カ月）を交付します。税務課収納班（☎62－1115
／市役所分庁舎）で納税相談の後、保険証を交付します。

保険証が届いたら、まず内容・枚数（加入者）をご確認ください！

　医療機関を受診する場合は、必ず平成 24年 10 月１日からの新しい保険証を窓口へ提示してください。

　国民健康保険者証は、毎年 10 月１日に更新となりますが、保険証の有効期限が平成 25 年９月 30 日以前とな
る場合があります。その主なものは次のとおりです。
　①平成 25年９月 30日までに 75歳になる方
　　　誕生日から後期高齢者医療制度へ移行しますので、有効期限は誕生日の前日までです。
　②平成 25年９月 30日までに 65歳になる退職国保の方
　　　一般国保へ移行しますので、有効期限は誕生月の末日（１日生まれは前月の末日）までです。

◎お問い
　合わせ

詐取にご注意ください

　　　　　　▼市民課国保年金班（市役所本庁舎）　☎62－1118　▼合川総合窓口センター市民生活班　☎78－2112
　　　　　　▼森吉総合窓口センター市民生活班　☎72－3115　▼阿仁総合窓口センター市民生活班　☎82－2112

『ゆったりカード♨』へご協力ください
　今年度、秋田県国民健康保険団体連合会では、温
泉の効用を「健康づくり」に役立て、国民健康被保
険者の日常生活・生活習慣病等への効果を分析し、
国保の医療費適正化を図ることを目的に、北秋田市
内の温泉施設を活用した事業を行うことにしました。
『ゆったりカード♨』は国民健康保険者証の更新時
に送付します。

対象者　北秋田市の国保に加入の方
カードの使用方法　北秋田市内の温泉施設の窓口
に『ゆったりカード』を提示すると１ポイント加
算されます。そのポイントを 20 ポイントためて、
アンケートにご協力いただいた方に、漏れなく生
活衛生用品を差し上げます。

温泉に入ってポイントをためよう！

秋田県国民健康保険団体連合会　☎018－862－6585問
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○出店者も募集しています

９月８日（土）10:00～ 14:00
鷹巣駅前通商店街・鷹巣銀座通商店街

北秋田スーパー軽トラ市
北鷹高校野菜直売を開催します
北秋田スーパー軽トラ市

北鷹高校野菜直売を開催します
北秋田スーパー軽トラ市

北鷹高校野菜直売を開催します
北秋田スーパー軽トラ市

北鷹高校野菜直売を開催します

　中心市街地の活性化と賑わいの創出を目的に、
軽トラック市・フリーマーケットを開催します。
　地元・県内の特産品、加工品、農産物等の多種
多様な商品でみなさんをお待ちしています。

北秋田市商工会　☎62－1850
商工観光課商工労働班　☎72－3112

問

軽トラ１台　500円／フリーマーケット１箇所　500円 

日時
場所

「森吉山」と「あきた♡美人ライン」「森吉山」と「あきた♡美人ライン」「森吉山」と「あきた♡美人ライン」
　秋田内陸縦貫鉄道（あきた♡美人ライン）とバ
ス、阿仁のゴンドラを利用して、森吉山に登ります。
　山岳ガイド５人が引率・案内をし、参加者それぞ
れのペースに合わせサポートしますので、初心者の方
でも安心してお申し込みください。

■期日・登山コース（ゴンドラ～山頂は全てのコース共通）
９月２日（日） 山頂～山人平～ヒバクラ岳～下山
９月22日（土） 山頂～一の腰～こめつが山荘へ下山
10月７日（日） 山頂～中村（打当内）へ下山
■参加費　１回につき２,８００円
　　　　（交通費・保険料・記念品・写真代 など）
■集合場所・時間　鷹巣駅８:00／阿仁合駅９:00

あきたスギッチファンド助成事業

特別参加企画 「ありがとう♥フェア」もお楽しみに

　　　まちなかトーブ（村岡）　☎080－1835－4504申問

～北秋田市の観光資源を満喫～～北秋田市の観光資源を満喫～

　どんなひとの、どんな悩みに
もよりそって、一緒に解決する
方法を探します。

0120-279-338
つなぐ ささえる

24時間通話料無料

　　社会的包摂サポートセンター問

　電話相談の専門員がどんな
悩みでも受け付けます
生活／仕事／住居／自殺念慮
／心／お金／病気／障がい／
犯罪／性／ＤＶ・性暴力／子
ども／法律、法的手続き／行
政、その他の諸手続き／教育
／人間関係／外国籍／被災
地・原発　など

よりそいホットラインよりそいホットラインよりそいホットライン

一人で抱え込まず
にお電話ください

　

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待

な
ど
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　
９
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

時
間（
10
日
〜
14
日
）　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
（
15
日
・
16
日
）　
10
時
〜
17
時

実
施
方
法　
専
用
電
話
に
よ
る
相
談

「
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐

１
１
０
」

【
お
知
ら
せ
】市
内
の
人
権
擁
護
委
員
に
つ

い
て
、７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
の
委

嘱
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

　
渡
辺 

美
喜
夫 

氏（
森
吉
地
区
）【
再
任
】

　
　
総
務
課
総
務
班　
☎
62‐

１
１
１
１

　
講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
東
北
財
務
局
で
は
、
財
政
・
経
済
・

金
融
・
国
有
財
産
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、

地
域
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
や
職
場
の
研

修
会
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
料
、
交
通
費
等
の
費
用
は
一
切

不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
講
演
の
テ
ー
マ
の
例
】

○
金
融
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○
日
本
の
財
政
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方

○
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
つ
い
て

○
県
内
の
経
済
情
勢　
な
ど

　
　
　
秋
田
財
務
事
務
所

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
４
１
９
１

　
県
北
地
区「
県
民
協
働
フ
ェ
ス
タ

　
２
０
１
２
」

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

理
解
と
参
加
を
進
め
る
た
め
、「
高
齢
者

や
女
性
の
知
恵
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

　
県
北
の
各
種
団
体
が
参
集
し
ま
す
。

地
域
資
源
の
活
用
を
学
び
地
域
の
味
を

楽
し
み
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

「
協
働
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
15
日(

土)

10
時
〜
16
時

会
場　
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
秋
北

内
容

○
地
域
活
動
団
体
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

○
基
調
講
演　
講
師 

㈱
い
ろ
ど
り

　
　
　
　
　
代
表
取
締
役 

横
石
知
二
氏

○
全
国
ば
あ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
な
ど

　
　
秋
田
県
北
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
６‐

49‐

８
５
５
３

　
秋
田
県
司
法
書
士
会「
無
料
相
談
会
」

期
日　
９
月
19
日
（
水
）

時
間　
14
時
〜
16
時

場
所　
大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

※
事
前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
０
５
５

　
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

日
時　
９
月
23
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

場
所　
い
と
く
大
館
Ｓ
Ｃ
３
階
催
事
場

相
談
内
容　

①
登
記（
相
続
、売
買
、境
界
ト
ラ
ブ
ル
等
）

②
戸
籍（
成
年
後
見
、婚
姻
、離
婚
等
）

③
供
託（
地
代
、家
賃
、給
与
差
押
え
等
）

④
人
権（
近
隣
関
係
、い
じ
め
等
）

⑤
そ
の
他（
遺
言
、各
種
法
律
問
題
等
）

相
談
方
法　
面
談
相
談（
お
お
む
ね
30
分
）

※
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

☎
０
１
８
６‐42‐
６
５
１
４

お
知
ら
せ

問

問

申
問

　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
法
学
部
・

　
法
学
研
究
所「
無
料
法
律
相
談
会
」

　
実
務
経
験
豊
か
な
本
学
法
学
部
の
教

員
が
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

期
日　
９
月
22
日
（
土
）

時
間　
10
時
〜
15
時

場
所　
秋
田
看
護
福
祉
大
学

　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
大
館
駅
か
ら
徒
歩
８
分
）

※

予
約
な
し
で
も
相
談
可
能
で
す
が
、
事

前
に
申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
待
つ
こ
と
な

く
相
談
い
た
だ
け
ま
す

　
　
　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
無
料
法
律
相
談
会
係

☎
０
１
８‐
８
３
６‐
６
５
９
２
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入場無料

日時
会場 チックタグズカフェ駐車スペース

（北秋田市材木町６－41）※会場向いに駐車場有り

９月16日（日） 11:00～19:30

イベント内容イベント内容イベント内容イベント内容

≪出演予定≫鷹巣ばやし（日本）／スティールパ
ン（トリニダード・トバゴ）／シタール・タブラ（イ
ンド）／サンポーニャ（南米）その他 数か国の楽器演奏

☆ちびっこ体験コーナー☆ちびっこ体験コーナー

アートフェス「縁（ＥＮ）」アートフェス「縁（ＥＮ）」
北秋田で世界を体験！北秋田で世界を体験！

北秋田出身アーティスト“ＹＡＮ”によるパフォーマンス

☆七輪アート☆七輪アート
～流木・ストーンアートなど

～作ってみよう！ｍｙ七輪！

　会場でお食事ができるよう「炭火焼 気仙沼ホル
モン」、「豚汁」、「焼きそば」、「飲み物（アルコール類
含む）」などを販売します。

　　事務局　佐藤 大　☎090－1110－9015問　　100キロチャレンジマラソン大会実行委員会　☎62－1811問
多くの方々のご来場をお待ちしています！

☆古典・民族音楽　野外ライブ☆古典・民族音楽　野外ライブ

☆ＬＩＶＥアート☆ＬＩＶＥアート

秋田県芸術文化振興基金助成事業

問 競技実行委員会 事務局（松橋）　☎72－3968

日本警察犬協会秋田県支部主催

■開催日　９月２日（日）
■時　間　午前８時～
■会　場　県立北欧の杜公園
■競技科目　匂いをかぎ分け
る「選別」、足跡を追う「追及」、
「服従」、「警戒」など

　

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待

な
ど
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　
９
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

時
間（
10
日
〜
14
日
）　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
（
15
日
・
16
日
）　
10
時
〜
17
時

実
施
方
法　
専
用
電
話
に
よ
る
相
談

「
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐
１
１
０
」

【
お
知
ら
せ
】市
内
の
人
権
擁
護
委
員
に
つ

い
て
、７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
の
委

嘱
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

　
渡
辺 

美
喜
夫 

氏（
森
吉
地
区
）【
再
任
】

　
　
総
務
課
総
務
班　
☎
62‐

１
１
１
１

　
講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
東
北
財
務
局
で
は
、
財
政
・
経
済
・

金
融
・
国
有
財
産
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、

地
域
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
や
職
場
の
研

修
会
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
料
、
交
通
費
等
の
費
用
は
一
切

不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
講
演
の
テ
ー
マ
の
例
】

○
金
融
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○
日
本
の
財
政
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方

○
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
つ
い
て

○
県
内
の
経
済
情
勢　
な
ど

　
　
　
秋
田
財
務
事
務
所

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
４
１
９
１

　
県
北
地
区「
県
民
協
働
フ
ェ
ス
タ

　
２
０
１
２
」

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

理
解
と
参
加
を
進
め
る
た
め
、「
高
齢
者

や
女
性
の
知
恵
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

　
県
北
の
各
種
団
体
が
参
集
し
ま
す
。

地
域
資
源
の
活
用
を
学
び
地
域
の
味
を

楽
し
み
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

「
協
働
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
15
日(

土)

10
時
〜
16
時

会
場　
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
秋
北

内
容

○
地
域
活
動
団
体
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

○
基
調
講
演　
講
師 

㈱
い
ろ
ど
り

　
　
　
　
　
代
表
取
締
役 

横
石
知
二
氏

○
全
国
ば
あ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
な
ど

　
　
秋
田
県
北
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
６‐

49‐

８
５
５
３

　
秋
田
県
司
法
書
士
会「
無
料
相
談
会
」

期
日　
９
月
19
日
（
水
）

時
間　
14
時
〜
16
時

場
所　
大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

※
事
前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
０
５
５

　
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

日
時　
９
月
23
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

場
所　
い
と
く
大
館
Ｓ
Ｃ
３
階
催
事
場

相
談
内
容　

①
登
記（
相
続
、売
買
、境
界
ト
ラ
ブ
ル
等
）

②
戸
籍（
成
年
後
見
、婚
姻
、離
婚
等
）

③
供
託（
地
代
、家
賃
、給
与
差
押
え
等
）

④
人
権（
近
隣
関
係
、い
じ
め
等
）

⑤
そ
の
他（
遺
言
、各
種
法
律
問
題
等
）

相
談
方
法　
面
談
相
談（
お
お
む
ね
30
分
）

※
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

☎
０
１
８
６‐42‐
６
５
１
４

申
問

申
問

　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
法
学
部
・

　
法
学
研
究
所「
無
料
法
律
相
談
会
」

　
実
務
経
験
豊
か
な
本
学
法
学
部
の
教

員
が
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

期
日　
９
月
22
日
（
土
）

時
間　
10
時
〜
15
時

場
所　
秋
田
看
護
福
祉
大
学

　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
大
館
駅
か
ら
徒
歩
８
分
）

※

予
約
な
し
で
も
相
談
可
能
で
す
が
、
事

前
に
申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
待
つ
こ
と
な

く
相
談
い
た
だ
け
ま
す

　
　
　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
無
料
法
律
相
談
会
係

☎
０
１
８‐
８
３
６‐
６
５
９
２

問
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企
業
在
職
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
教
室

○
ブ
ロ
グ
作
成
初
級
講
習
（
定
員
10
人
）

期
間　
９
月
24
日
（
月
）
〜
25
日
（
火
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

対
象
者　
文
字
入
力
の
で
き
る
方

内
容　
ブ
ロ
グ
作
成
の
手
順
・
手
法
・

レ
イ
ア
ウ
ト
の
設
定
、
ブ
ロ
グ
基
本
画

面
操
作
、
記
事
の
作
成

テ
キ
ス
ト
代　
約
１
８
０
０
円

申
込
締
切　
９
月
14
日
（
金
）

○
エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
活
用
講
習
（
定
員
10
人
）

期
間　
10
月
11
日
（
木
）
〜
12
日
（
金
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

対
象
者　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で

き
る
方

内
容　
エ
ク
セ
ル
関
数
と
変
数
の
応
用
、

デ
ー
タ
を
自
在
に
扱
う
便
利
技

テ
キ
ス
ト
代　
約
２
５
０
０
円

申
込
締
切　
10
月
１
日
（
月
）

　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

☎
84
―

８
３
５
１

　
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

　
合
会
職
員
採
用
試
験

受
験
資
格　
平
成
25
年
３
月
に
４
年
制
大

学
卒
業
見
込
み
の
者
、
ま
た
は
大
学
卒
業

後
３
年
以
内
の
者

試
験
日
・
内
容

【
第
一
次
試
験
】
10
月
14
日
（
日
）〈
筆
記
試
験
〉

【
第
二
次
試
験
】
11
月
中
旬
〈
口
述
試
験
・
作
文
〉

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

受
付
期
間　
９
月
13
日
（
火
）
ま
で

申
込
用
紙
の
請
求
先　
秋
田
市
山
王
四
丁

目
２
番
３
号（
秋
田
県
市
町
村
会
館
内
）

　
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

※
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し
た
１
２
０
円

切
手
貼
付
の
返
信
用
封
筒
を
（
A
４
判
）

同
封
し
て
く
だ
さ
い

　
　
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

☎
０
１
８
―

８
６
２
―

６
８
６
４

申
問

お
知
ら
せ

北秋田市一般廃棄物処理基本計画

生活課環境班 ☎62－1110問

　市では、一般廃棄物処理の長
期的・総合的な視点に立って、
計画的な処理の推進を図るため
の基本方針である「北秋田市一
般廃棄物処理基本計画」を策定
中です。
　計画については、有識者及び
公募委員による審議会で内容を
検討していますが、市民の皆さ
んからもご意見（パブリックコ
メント）をいただき、計画に反
映させたいと考えています。
　ご意見は所定の用紙に記入の
うえ、提出していただきます。
希望される方は、書類をお渡し
しますので、ご連絡ください。
【提出期限】　９月 14日（金）

問
皆さんからの

ご意見を受け付けます

第６回北秋田市産業祭第６回北秋田市産業祭第６回北秋田市産業祭

【開催日】10 月 20 日（土）10:00 ～ 16:00
　　　　　　　21日（日）９:00 ～ 15:00
【場所】出展者＝鷹巣体育館
　　　 出店者＝同サブ体育館、同駐車場
【広さ】出展者＝間口２間半、奥行１間（１小間）
　　　 出店者＝間口２間、奥行１間（１小間）
【応募資格】市内所在団体、市内在住・勤務の個人
【応募方法】所定の申込用紙に必要事項を記入の
上、北秋田市商工観光課または北秋田市商工会本
所・各商工会支所に申込み
【申込用紙】商工観光課、各総合窓口センター、
　　　　　 商工会本所・商工会支所に配置
【使用料】出店 500 円～ 1,000 円
【申込期限】９月 10日（月）
※小間に限りがありますので、申込多数の場合
は、抽選会を行います

　
市
で
は
「
北
秋
田
市
の
お
す
す
め

品
」
と
し
て
、
特
産
品
認
定
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
の
事
業
者
が
生

産
す
る
物
産
を
推
奨
認
定
し
、
特
産
品

と
し
て
の
付
加
価
値
を
高
め
、
需
要
拡

大
と
品
質
向
上
を
図
り
、
知
名
度
ア
ッ

プ
と
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
認
定
し
た
推
奨
品
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
宣
伝
し
ま
す
。

■
申
請
締
切　
10
月
１
日
（
月
）

　
　
商
工
観
光
課
商
工
労
働
班

☎
72―

３
１
１
２

財政課管財班 ☎62－6603問

市が所有する財産を一般競争入札で売却します。
市有財産の売却市有財産の売却

【車両】※現車確認が必要です。
（１）〈いすゞ〉ジャーニー　52人乗（平成２年式）
（２）〈日野〉リエッセ　25人乗（平成８年式）
■入札参加受付　９月３日（月）～９月 21日（金）
　　　　　　　　 8:30 ～ 17:15（土日祝を除く）
■入札日　日時　９月 25日（火）10:00 ～
　　　　　場所　北秋田市役所大会議室

出展者・出店者出展者・出店者出展者・出店者出展者・出店者 を募集しますを募集します

商工観光課商工労働班　☎72－3112
北秋田市商工会　　　　☎62－1850問

問

問

北
秋
田
市
の
特
産
品

北
秋
田
市
の
特
産
品

北
秋
田
市
の
特
産
品

北
秋
田
市
の
特
産
品

北
秋
田
市
の
特
産
品

北
秋
田
市
の
特
産
品



21 広報きたあきた　2012．9．１

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱 13－2
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額 10,100 ～ 15,800 円
トイレ : 汲取　給湯 : 無　浴室 : 浴槽無
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱 89－1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 9,600 ～ 16,900 円
トイレ : 水洗　給湯 : 無　浴室 : 浴槽無
松ヶ丘団地･･･川井字松石殿 1－254★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 13,100 ～ 25,700 円
トイレ : 水洗　給湯 : 無　浴室 : 浴槽無
田の沢団地･･･川井字鳥屋沢 40－22
木造平屋長屋建２ＬＤＫ　月額 21,100 ～ 41,500 円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ（共益費400円）
東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏 49－1
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額 10,500 ～ 20,700 円
トイレ : 水洗　給湯 : 無　浴室 : 浴槽無
三両団地･･･阿仁水無字寺後 1－5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 10,500 ～ 20,600 円
トイレ : 水洗　給湯 : 無　浴室 : 浴槽有
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏 4－6★（2戸募集）
木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額 16,400 ～ 38,100 円
トイレ : 水洗　給湯 : 無　浴室 : 浴槽有
上杉団地･･･上杉字上屋布岱 61－47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ　月額 47,000 ～ 80,000 円
トイレ : 水洗　給湯 : 有　浴室 : ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱 33－1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額 50,000 ～ 70,000 円
トイレ : 水洗　給湯 : 有　浴室 : ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱 51－1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ月額　43,100 円
共益費　800 円  トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】９月６日（木）又は７日（金）
　▽森吉地区　 9 :00 ～　▽阿仁地区　11:00 ～　
　▽鷹巣地区　13:30 ～　▽合川地区　15:30 ～
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います
問 都市計画課都市計画住宅班　☎72－5246

　合川地区を会場に、住民と防災関係機関が一体
となり大地震を想定した訓練を実施します。

問 市総務課危機管理班　☎62－1111

平成 24年度 秋田県消防協会
大館北秋田支部防災訓練

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

※★印の住宅は単身入居できません
【入居資格】
・収入基準を満たし、市税等を滞納していないこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　９月３日（月）～ 12日（水）土日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

≪日時≫　９月２日（日）　9:00 ～ 12:00
≪場所≫　▼合川駅前地区　▼下杉地区
　　　　　▼阿仁川橋下流　▼市民健康広場
≪訓練内容≫　住民による消火栓を使った消火訓
練／倒壊建物調査訓練／バケツリレー訓練／水幕
ホース火災防ぎょ訓練／消火器による消火体験及
び煙体験ハウス避難訓練／炊き出し訓練

※当日、交通規制を実施します。
　■場所　市役所合川庁舎周辺
　■時間　9:20 ～ 10:30
ご協力をお願いします。

自主防災アドバイザーを派遣します
　もしも皆さんの町で大災害が発生したら…。
　県では皆さんの町に自主防災アドバイザーを
無料で派遣し、次のような支援をします。
　▼自主防災組織の結成や運営
　▼避難誘導、救助などの各種訓練
　▼防災マップなどの作成
　▼防災意識の普及・啓発
　詳しくは県や市町村のホームページ、または
県総合防災課並びに市総務課危機管理班までご
連絡ください。
問 県総合防災課　☎018－860－4564
市総務課危機管理班　☎62－1111

建設課では臨時除雪オペレータ
を募集しています

【応募締切】　９月13日（木）
【問い合わせ】　建設課管理班　☎72－3116
※詳しい募集内容は、先月の広報８月号
（20ページ）をご覧ください。

問
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日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

電話番号
62－1155
62－7001
62－2261
69－5300
62－1400
63－0515
63－2700
69－7311
63－0105
62－1101
60－1055
62－2882
78－3161
62－7001
62－7001
62－1146
62－1400
72－4501
82－2351
62－1155
63－0515
63－2700
60－1055
62－2261
69－7311
78－3161
62－1101
63－0105
62－7001
62－2882

医 療 機 関 名
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
津 谷 内 科
毛利整形外科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
児玉内科クリニック
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
うえだクリニック
藤 原 医 院
国民健康保険合川診療所
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
うえだクリニック
津 谷 内 科
児玉内科クリニック
国民健康保険合川診療所
盛 岡 外 科 医 院
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院
藤 原 医 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医 （　）日程表夜間
診療

（診療時間 18:30 ～ 21:00）

人口と世帯数 ※７月31日現在住民基本台帳による

総人口　36,273人（141人増）【内 外国人165人（165人増）】
　男　　16,944人（   8人増）【内 外国人 14人（  14人増）】
　女　　19,329人（133人増）【内 外国人151人（151人増）】
　出生　16人【内 外国人０人】　転入　50人【内 外国人０人】
　死亡　46人【内 外国人０人】　転出　45人【内 外国人１人】
世帯数  14,516世帯（83世帯増）【外国人を含む世帯159世帯】
外国人の新規住民登録　165人

前月比

の
納
期
限

税10
月
１
日
ま
で

固
定
資
産
税

第
３
期

国
民
健
康
保
険
税

第
３
期

▼９月の休診日
休診日＝12日（水）、20日（木）
　　　　24日（月）、26日（水）

北秋田市民病院
◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診

☎62-7001

◎休診や診療変更となる場合もあります
（☎は 24時間受付）

（眼科）
休診日＝26日（水）

（耳鼻咽喉科）

午後休診日＝３日（月）
▼９月の休診日

前月比
７月から外国人住民の住民基本台帳制度が開始されています。

『ｅＬＴＡＸ（エルタックス）』とは…地方税に関する手続き
を、インターネットを利用して電子的に行うシステムです。

法人向け電子申告サービス「ｅＬＴＡＸ（エルタックス）」法人向け電子申告サービス「ｅＬＴＡＸ（エルタックス）」法人向け電子申告サービス「ｅＬＴＡＸ（エルタックス）」
平成 24年８月 27日からサービスが開始されています

≪利用できる電子申告サービス≫給与支払報告書の提出／
固定資産税（償却資産）の申告／法人市民税の申告書の提出
※電子申告の詳しい内容及び手続については、お問い合わせ
いただくか、エルタックスホームページをご覧ください
エルタックスヘルプデスク ☎0570－081459　http://www.eltax.jp/問
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100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

中嶋ミンさん（阿仁銀山）　
大正元年８月１０日生まれ
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▼ちびっこ制服試着コーナー▼ピカチュ
ウメダル工作コーナー▼空港クイズラ
リー▼空港で働くクルマたち▼「ゆるキャ
ラ」コーナー▼野外コンサート▼空港探検
隊▼熱気球体験搭乗（抽選受付は終了しま
した）▼大空市＆屋台村　など

○会場 大館能代空港
○時間 10:00～15:30
○会場 大館能代空港
○時間 10:00～15:30（日）

（問） 大館能代空港「空の日」実行委員会　☎63－1001 （問） 生涯学習課　文化班　☎62－6618（問） 生涯学習課　文化班　☎62－6618

※詳しくはホームページをご覧ください
　（http://www.onj-airterminal.com）

～主なイベント～～主なイベント～

　「空の日・空の旬間」を記念し、『大館能
代空港スカイフェスタ』を開催します。

（問）北秋田市たかのす 太鼓まつり実行委員会
　　　　　〈市観光協会内〉☎62-1851
　　　　  事務局 野宮 ☎63-2439

その他会場にバルーンアート／金魚すくいその他会場にバルーンアート／金魚すくい

☎
６３ー

０
１
１
１

綴子上町大太鼓保存会
綴子下町大太鼓保存会
鷹巣ばやし普及会
婦団連たかのすふるさと太鼓
婦団連ふるさと子ども太鼓
北秋田ドラムサークル
森吉山麓火まつり太鼓
上小阿仁和太鼓保存会鼓響

綴子上町大太鼓保存会
綴子下町大太鼓保存会
鷹巣ばやし普及会
婦団連たかのすふるさと太鼓
婦団連ふるさと子ども太鼓
北秋田ドラムサークル
森吉山麓火まつり太鼓
上小阿仁和太鼓保存会鼓響

的当て的当て

縄文音楽祭歌縄文音楽祭歌

縄文音楽祭踊り縄文音楽祭踊り

火おこし火おこし

縄文パン縄文パン

土器・土偶づくり土器・土偶づくり


